
2007

1

個を知り今を創る力 個を知り今を創る力 



青年会議所とは 
青年会議所（JC）は、“明るい豊かな社会”の実現を同じ理想とし、次代の担い手た

る責任感を持った20歳から40歳までの指導者たらんとする青年の団体です。 
青年は人種、国籍、性別、職業、宗教の別なく、自由な個人の意志により、その居住す

る各都市の青年会議所に入会できます。 
50年の歴史をもつ日本の青年会議所運動は、めざましい発展を続けておりますが、現

在740余の地域に5万余名の会員を擁し、全国的運営の総合調整機関として日本青年会議
所が東京にあります。 
全世界に及ぶこの青年運動の中枢は、国際青年会議所ですが、114カ所の国及び地域

に101NOM（国家青年会議所）があり、約２２万人が国際的な連携をもって活動していま
す。 
日本青年会議所の事業目標は、“社会と人間の開発”です。その具体的事業としてわれ

われは市民社会の一員として、市民の共感を求め社会開発計画による日常活動を展開し、
「自由」を基盤とした民主的指導能力の開発を押し進めています。 
さらに日本の独立と民主主義を守り、自由経済体制の確立による豊かな社会を創りだす

ため、市民運動の先頭に立って進む団体、それが青年会議所です。 
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ご購読のお申し込みは（社）松山青年会議所まで 
TEL（089）941-0194　　無料 

協賛企業  
（株）ウイルコム松山支店 
河窪建設（株） 
（株）ヒラキ 
（有）トップランナー 
（株）光商会 
久万の台温泉 
カーテンショップＦＡＮ 
（株）寺田商店 
金城産業（株） 
（株）カネシロ 
（株）松山建装社 
（有）アイムービック 
（株）AKIプロモーション 
（株）アド・イン 
アマノ印刷（有） 
愛媛合同物流（株） 
愛媛パッケージ（株） 
（株）エムケイトレーディング 
MGMストーン（株） 
（有）キーホール 
（有）協立機器 
桜うづまき酒造（株） 
子規堂 
昇栄建設（株） 
太邦設備（株） 
高田引越センター 
竹林塗装（株） 
（有）東昇技建工業 
（株）ハート交通 
白魂 
（有）花泉 
媛彦温泉 
（株）藤井組 
ホテル奥道後 
（合名）山澤商店 

 
河窪　秀明 
開　　忠和 
北川　憲一 
秋山　浩一 
白方　基進 
永田　美香 
寺田　太郎 
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小池　正照 
盛重　信二 
森本健一郎 
宇都宮貞史 
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天野　眞作 
近藤　弘志 
井川　直樹 
菅野　　崇 
三浦　秀之 
宮谷　圭一
佐々木直人 
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南海放送ラジオ 1116ｃｈ 
毎週金曜日 12：25～ 
「我ら松山JC」 

放送中 

〔５０音順〕 



（社）松山青年会議所 
第５５代理事長 

田中　雅之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　皆様、新年明けましておめでとうござ

います。本年度（社）松山青年会議所第５５

代理事長の田中雅之です。 

　昨年まで松山ＪＣと共に活動をし、支

援をしていただいた皆様方には本当にお

世話になりました。 

　本年度の松山ＪＣも新たな組織構成の

基、既に会員が松山ＪＣとしての活動を

行っているにあたり、一年間松山ＪＣの

顔となる私自身、誠に嬉しく思います。 

　本年度は、『個を知り今を創る力』と

いうスローガンを掲げさせていただきま

した。 

　この「個を知る」とは、まず己を知っ

て欲しいという意味を込めています。既

存の自己の能力を自分の物差しで測るの

ではなく、第三者的に見て測って欲しい

という意味も込めています。「今を創る」

とは、すなわち今日の地域社会への貢献

を行って欲しいと願いを込めています。

松山ＪＣという組織社会でも、自分の住

んでいる町内社会でも構いません。出来

る範囲の社会で貢献して欲しいと願いま

す。 

　「まず」は、自分が出来る事柄を認識

して、出来る範囲（距離）で様々な社会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

へ貢献していく。明るい豊かな社会を築

き上げる事は難しい事ではありません。

他人に指示せず自らの手で、届く範囲で

貢献していくのであれば遠大な計画の事

業であれ、必ず成功するでしょう。 

　年頭の挨拶としてはやや厳しい事を書

いてしまい誠に申し訳ありません。ただ

自分に言い聞かせるためであり、今年は

今まで以上にも増して、やりがいを持っ

て頑張っていこうと決意を固めています。

私自身の未熟さ故に皆様にご迷惑をおか

けするかも知れませんが、誠心誠意、松

山ＪＣのために、そして地域のために躍

進しようと心に刻み年頭の挨拶とさせて

頂きます。 

新
年
を
迎
え
て 

http://www.m-jc.net/ １ 



愛媛県知事 

加戸　守行 

新
年
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成１９年の年頭に当たり、謹んで新春

のお慶びを申し上げます。 

松山青年会議所の皆様方には、平素、

県都松山市の青年経済人として、活力あ

る地域社会づくりに多大な御尽力をいた

だいており、深く感謝いたしますととも

に、県政の推進につきましても格別の御

理解と御協力を賜っており、厚くお礼申

し上げます。 

さて、我が国経済は緩やかな景気回復

が続き、その期間は「いざなぎ景気」を

超えて戦後最長となりましたが、経済成

長率の低さや個人所得の伸び悩みなどか

ら、回復の実感に乏しい状況であります。

本県におきましても、東・中・南予の地

域間や同一地域内でも雇用や所得などで

大きな格差が生じており、県下全体にわ

たって経済を活性化させることが、喫緊

の課題となっております。 

このため、県におきましては、「再生

と創出によるたくましい産業の育成」を

県政の重点目標に掲げ、新産業・新事業

の創出や県内産業の高付加価値化・高度

化、企業立地の推進、産業人材の育成や

若者の雇用促進など、さまざまな施策を

積極的に推進しております。 

また、魅力ある地域づくりの観点から、

商業振興や商店街の活性化を推進すると

ともに、自然や歴史・文化、農林水産品 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

等の地域資源を活用した観光の振興、更

には、愛媛ＦＣや愛媛マンダリンパイレ

ーツの支援といったスポーツの振興を通

じて、愛媛の元気創造に全力で取り組ん

でいるところであります。 

このような中、貴青年会議所におかれ

ましては、「俳句甲子園」や「松山春まつ

り」、「まつやま市民シンポジウム」など

さまざまなイベントの開催により、地域

の活性化に取り組まれているほか、近年

は、子が親に感謝の気持ちを贈る「親守

歌」の活動を通して、家庭教育の大切さ

も啓蒙されており、大変心強く存じてお

ります。 

本年は亥（猪）年であり、十二支を植物

の成長に例えると、万物が次の時代の種

になる年に当たるとされております。 

どうか皆様方には、「個を知り今を創

る力」のスローガンのとおり、更なる自

己研鑽を積まれ、将来に大いなる実りを

もたらす年としていただきますとともに、

引き続き、輝くふるさと愛媛づくりに一

層のお力添えを賜りますようお願い申し

上げます。 

終わりに、社団法人松山青年会議所の

ますますの御発展と、皆様方の今年一年

の御健勝、御活躍を祈念申し上げまして、

新年のごあいさつといたします。 

http://www.m-jc.net/２ 



松山市長 

中村　時広 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
新年明けましておめでとうございます。 
松山青年会議所の皆様には、御家族と
もおそろいで輝かしい新年を迎えられた
こととお慶び申し上げます。 
また、平素から市政の推進に格別の御
理解と御協力を賜り、心から感謝を申し
上げますととともに、「奉仕・修練・友
情」という三つの信条のもと、環境、福
祉、地域コミュニティなど、さまざまな
面でその成果を挙げておられますことに
深く敬意を表する次第でございます。 
さて、昨今のわが国の情勢は、格差社
会の問題や教育現場における様々な問題
など、従来とは質の異なる問題が発生し
ており、速やかな対応が必要となってお
ります。 
また、本市を取り巻く社会経済情勢も、
国が進める三位一体の改革や社会保障制
度改革をはじめとする一連の構造改革、
さらには地方分権の進展等により大きく
変化しており、ますます厳しい行財政運
営が求められているところです。 
そのような状況の中、本市では、行財
政基盤のより一層の強化を図るため、さ
らなる行財政改革を進めるとともに、市
民生活の安全や安心に関わる施策や地域
経済の活性化に関わる施策等は、限られ
た財源を有効に活用し、積極的に推進し
ているところであります。 
その取組みとして、本市では「『坂の上
の雲』のまちづくり」に取り組んでおり
まして、本年春には、その核となる施設
である「坂の上の雲ミュージアム」が開
館する運びとなりました。 
この「坂の上の雲ミュージアム」を拠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
点に、５０万中枢都市にふさわしいにぎわ
いと風格のあるエリアの充実がより一層
図られ、新たな魅力創出につながるもの
と大いに期待しているところであります。 
また、本市ではスポーツを軸としたま
ちづくりにも積極的に取り組んでおりま
して、昨年は愛媛ＦＣやマンダリンパイ
レーツ、さらには女子野球などを通して、
盛り上がりを見せておりますが、こうし
たスポーツ事業に対しても引き続き行政
として、できうる限りの支援を行い、交
流人口の拡大等による地域経済の活性化
を図ってまいりたいと考えています。 
このように本市では、市の将来を見据
えた施策に優先して取り組んでいるとこ
ろですが、松山青年会議所におかれまし
ても、環境・教育・産業・歴史文化等８
つの柱からなる「２０１０年まつやままちづ
くりビジョン」を掲げ、様々な分野にお
いて主体的に地域に貢献する先導的な役
割を果たしてこられました。 
特に昨年開催された市民シンポジウム
では、すべての人と人をつなぐ架け橋と
して、スポーツの力を通して「ふれ愛　
スポーツで始める街づくり」をテーマに、
地域の活性化を目指すなど、地域のこと
を自らのこととして捉える主体的なまち
づくりに率先して取り組まれ、本市とい
たしましても大変心強く感じているとこ
ろであります。 
今後におきましても明るい豊かな社会
づくりのために御尽力をお願いするとと
もに、松山青年会議所の益々の御発展と
会員各位の御活躍を祈念し、新春の御挨
拶とさせていただきます。 

新
年
を
迎
え
て 

http://www.m-jc.net/ ３ 



シニアクラブ会長 

開　　忠和 

新
年
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
　新年明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては輝かしい新年を迎
えられたこととお慶び申し上げます。
「個を知り今を創る力」─受け継がれて
ゆく松山青年会議所の力として─。田中
理事長のスローガンのもと、会員が一致
団結し、地域に根ざした、まちづくり・
人づくり・青少年育成に取り組み、社会
の発展に貢献されることを期待していま
す。 
　さて、昭和５８年に、京都の青年会議所
のメンバーを中心とする若手経営者たち
が、「生きた経営学を学びたい」という
ことで、小さな町工場だった京セラを世
界に誇れる大企業に育てあげた稲盛和夫
氏の講演をきっかけに盛和塾が出来まし
た。その後、各地に広まり、私も盛和塾
の塾生として、稲盛塾長を崇拝し、日々
教えを蒙っています。その中で日々の戒
めとして、「六つの精進」があります。
これに真摯に取り組めば、魂は練磨され、
素晴らしい人生を送ることができます。
紹介させていただきます。 
　一．誰にも負けない努力をする。 
　一心不乱に事を励み、一生懸命に生き
ているような姿のことです。あたかも修
験者が荒行をしているような様相を言い
ます。 
　二、謙虚にして奢らず。 
　人を押しのけてでも、自分だけがいい
目を見たいという人が、成功するように
思われている。決してそうではない。そ
のような人は、一時的に成功を収めたと
しても、いつか没落をしていくものだ。
反して、内に燃えるような情熱を秘めて
はいるが、あくまでも謙虚で誠実な人こ
そが、天佑もあり、大成をします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
　三、毎日の反省 
　自分だけがよければいいというような、
邪で利己的な考えに陥っていないか、と
いうことについて、自分の行為や心を点
検し、もしそのようなことが少しでもあ
れば、猛省し、払拭するようにすべきです。 
　四、生きていることに感謝する。 
　我々人間は、常に何か不足を感じ、そ
の為に不平や不満が絶えない。「これだ
けでも十分ではないか」という、「足る
を知る心」によって初めて、人間は幸せ
を感ずることが出来る。そうすれば、今
自分が生きていること、そのことに対し
ても心から感謝することが出来ます。 
　五、善行・利他行を積む。 
　累代善行を積んで来たような家には、
子々孫々に至るまで、必ず凶事が報いと
して現われると言う。善き行為を続ける
ことによって、人格は次第に磨かれてい
く。これは「世のため人のために尽くす」
と言う、まさに利他行です。 
　六、感性的な悩みをしない。 
　感性的、感覚的なことで悩んだり、ふ
さぎ込んではいけない。そんなことで心
労にとらわれても、何も解決しない。そ
んなことより、今まで述べてきたような
精進に努めることです。そうすれば、必
ず魂は磨かれ、心は高まり、運命は開か
れます。 
　以上「六つの精進」を書かせていただ
きましたが、青年会議所活動、又何をす
る場合でも必要なことです。参考にして
下さい。 
　皆様の御健勝、御活躍を祈念申し上げ
ると共に、シニアクラブとして全面的に
ご協力することをお約束いたしまして新
年の御挨拶とさせて頂きます。 

http://www.m-jc.net/４ 



　松山市及び周辺地域（以下「まつやま」と表記します）に１年以上滞在し、転勤
等の理由でまつやまから転出される人 

　まつやまを愛し、まつやまのイメージアップに貢献されると認められた人 
　松山青年会議所の諸活動に参加、協力をしていただいた人 

　まつやまのＰＲ 
　松山ＪＣが実施するアンケート調査情報提供依頼などへの協力 
　わかつばきなどの原稿執筆 
　松山ＪＣの活動に対する助言と支援 
　まつやま及び松山ＪＣとの諸交流 

「坊ちゃん大使とは」 
 
 
 
 
 
 
　これらの条件を全て満たす方を、「坊ちゃん大使」として松山青年会議所が任命し、常日
頃より「まつやま」のイメージアップやまちづくりの推進に貢献して頂いている方々です。 
 
「坊ちゃん大使」の皆様には主にこういった事をお願いしています。 
 
 
 
 
 
 
 
　一言で言えば「まつやまの応援団」といったところでしょうか。 
 
　各界で活躍される皆様に全国から情報を頂いたり、ＰＲしていただいたり、ご指導を頂
いたりと、とても心強いまちづくりのパートナー「坊ちゃん大使」の皆様からも、新年の
ご祝辞を頂いておりますので、皆様のご紹介を以ってご挨拶をさせていただきます。 

須貝　俊司 
第８号 

八木　　實 
第１号 

野口　秀行 
第９号 

塩次喜代明 
第２号 

熊本　辰視 
第１０号 

橋山　英二 
第３号 

岩田　知也 
第１１号 

湯山　芳夫 
第４号 

西村　英俊 
第１２号 

桜本　浩士 
第５号 

石塚　義孝 
第７号 

坊 ち ん 大 使 ご 紹 介 ゃ 〈敬称略〉 

坊
ち
ゃ
ん
大
使 
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2007年度 
社団法人 
松山青年会議所 

直前理事長 

木下　勝好 

理事長 

田中　雅之 

副専務理事 

寺田　　明 

専務理事 

長曽我部昭一郎 大野　剛嗣 佐古　英樹 

副理事長 

監　　事 

木本　幸治 

事務局長 

藤家　隆司 松田　　寛 吉末　　修 宮野　隆史 

顧　問 

藤井祐一郎 

近藤　弘志 

事務局次長 

天野　眞作 

財務担当理事 

普川　尚起 加藤　周平 

副財務担当理事 

森本健一郎 郷田　明史 

泉　　　裕 

室　　長 

澤田　大介 坪内　洋輔 北村　　斉 正岡　尚起 小泉　啓典 

文化室 総務室 広報渉外室 会員室 地域創作室 共育室 

ＬＯＭ事業支援特別会議 
副議長 

ＬＯＭ事業支援特別会議 
議　長 

理
事
名
鑑 
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理事会  

田中　雅之 
理 事 長 

木下　勝好 
直前理事長 

藤井祐一郎 
顧　　問 

佐古　英樹 大野　剛嗣 木本　幸治 
副理事長 

長曽我部昭一郎 
専務理事 

寺田　　明 
副専務理事 

北村　　斉 

ＬＯＭ情報 
発信委員会 

拡大アカデミー 
委員会 総務委員会 

会 員 室 

普川　尚記 
財務担当理事 

藤家　隆司 
事務局長 

加藤　周平 
森本健一郎 

副財務担当理事 
天野　眞作 
事務局次長 

吉末　　修 松田　　寛 宮野　隆史 
監　　事 

まちづくり 
委員会 

教育育成 
委員会 

松山文化 
発信委員会 

郷田　明史 議　長 
ＬＯＭ事業支援特別会議 

近藤　弘志 副議長 

坪内　洋輔 
広報渉外室 

澤田　大介 
総 務 室 

正岡　尚起 
地域創作室 

小泉　啓典 
共 育 室 

泉　　　裕 
文 化 室 

組織図 

総

務

室

 

総務委員会 

委員長 

奥村　裕紀 

室
長
　
澤
田
　
大
介 

～やるときはやる・楽しむときは楽しむ～ 
 
　総務委員会は他の事業系の委員会とは異なり、大きな事業という
のは有りません。派手さはありませんがが１年間を通して何かと仕
事が多いのが特徴で松山ＪＣを運営していく為には欠かすことので
きない委員会です。「松山青年会議所活動を円滑に規律ある運営を
する」という事が委員会の目標です。私の髪（ｋ）と家庭（ｋ）は留め
ておくことが出来ませんでしたが、総務委員会メンバーの心（ｋ）は
しっかりと掴み各々との連絡を密にしてコミュニケーションの向上
を図り、この目標に向かって本年度は２７名のメンバーで活動してい
きます。スローガンにもあるように楽しくてやりがいのある委員会
運営をして例会、委員会では出席率№１を常に目指して活動してい
きます。 
〔事業内容〕 
● 公式行事全般に関する対応 
● 会員に対する庶務の遂行 
● 例会への対応 
● シニアクラブへの対応 
● 坊ちゃん大使への対応 
● 定款・規則等の取りまとめ 

２
０
０
７
年
度
組
織
図 
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太邦設備株式会社 
〒７９１-８０２２松山市美沢２丁目１-１６ 
ＴＥＬ 089 -922 -3830  
ＦＡＸ 089 -922 -3865  
E-mail  taiho@ehm.enjoy.ne.jp

電気・空調・衛生・オールメンテナンス 

広
報
渉
外
室 

ＬＯＭ情報発信委員会 

委員長 

宮谷　圭一 室
長
　
坪
内
　
洋
輔 

袖触れ合えば、かなりの縁。人を知って己を知ろう。 
 
　当委員会の事業内容を紹介いたします。事業は２つに分かれてお
り、１つは広報関係全般、１つは渉外関係があります。広報に関し
ては、ホームページの管理・企画と月刊誌『わかつばき』の発刊な
どです。 
　渉外に関しては、県外での活動の場合は、宿泊先の手配、懇親会
場の手配、各種セミナーを調べ、メンバーの方々へお知らせしたり、
交通の手配なども受け持ったりします。渉外とは何をするのか？と、
疑問を持たれる方々もおられるかもしれませんが、１年かけて皆様
に認知してもらえるように頑張って参ります。 
今年１年間、松山青年会議所、また、関係者の方々、多々ご迷惑を
お掛けいたしますが、ご指導・ご鞭撻の程、宜しくお願いいたしま
す。 
〔事業内容〕 
● 渉外活動全般にわたる対応 
● 広報活動全般にわたる対応 
● 各メディアへのプレス活動 
● その他 

会

員

室
 

拡大アカデミー委員会 

委員長 

井川　直樹 室
長
　
北
村
　
　
斉 

～ 行動する企業家たち 積極的な変化を遂げること ～ 
 
　市民意識が成熟しないまま「ＪＣもある時代」と揶揄される今日、
青年会議所運動の目的である市民意識を変革するために、われわれ
ＪＡＹＣＥＥ一人ひとりが次代への継承者として積極的な変化を遂
げなければなりません。 
　そのために、志高く新しい価値観をもった会員を今まで以上に拡
大し、目的を明確にしたカリキュラムを通じて、青年会議所運動の
楽しみを共感出来るメンバーを育成するのみならず、全メンバーを
対象としたＨＤ （Human Development:人間力開発）とＬＤ（Leadership 
Development:指導力開発）を基軸とした会員アカデミーの企画・実
施により積極的変化を遂げるための会員資質の向上と意識改革に取
り組みます。 
〔事業内容〕 
● 会員拡大推進活動 
● 新入会員並びに準会員への対応 
● 会員研修及び連携 
● その他 

各
委
員
会
事
業
紹
介 
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竹林塗装株式会社 

住まいの
塗替え専門店

見 積 無 料塗装一般工事請負業 

〒７９１-８０１２松山市姫原２丁目３-３１ 
ＴＥＬ（０８９）924-5203 

URL:http://www.taketoso.com

有限会社 協 立 機 器 

コピー機に無駄なお金使ってませんか！？ 
経費削減します 

年中無休のアフターサービス 

松山市立花２丁目８ -１７ 
ＴＥＬ（０８９）933-2060

地
域
創
作
室 

まちづくり委員会 

委員長 

河野　行信 室
長
　
正
岡
　
尚
起 

「千里同風」～皆で汗をかき、皆で笑い、そして最後に皆で泣こう！～ 
 
　当委員会では、「まつやま市民シンポジウム」を軸とし、様々な
角度から、元気のあるまちづくりを目指すことを考えています。 
　元気のあるまちづくりは当然我々を含む市民が垣根を取り払い、
一丸となってやらなければ実現できません。２００７年の第２４回まつや
ま市民シンポジウムは、市民が参加し、気がついたら、横にいる人
とコミュニケーションが出来ていた、というような垣根が取れる雰
囲気を出したいと考えています。 
　当委員会ではまず、事業成功後の達成感を満足に感じることがで
きることを目標に進んでいきたいと思っています。そのために、委
員会メンバーのお互いの理解を深め気持ちを一つにすること、そし
て忌憚の無い意見交換ができることは、そのことについて大事なこ
とだと思います。まず、そういう雰囲気をつくり、運営していきた
いと考えます。 
　委員会スローガンにも掲げました「千里同風」＝「和」の雰囲気
の中、楽しく運営できるように努めたいと思います。 
〔事業内容〕 
● まつやま市民シンポジウムの企画・運営　● 奉仕箱基金の運用 
● 市民団体に対する支援活動　　　　　　　● 障がい者就労支援 
● わかつばきファンドの運用　　　　　　　● その他 

共

育

室
 

教育育成委員会 

委員長 

山口　健介 室
長
　
小
泉
　
啓
典 

「おもいやり」の醸成 
 

　教育の側面から「おもいやり」の醸成を目的として「きづき」の

ある委員会事業を実行し、広く知ってもらうこと、賛同者を増やし、

意義ある事業拡大につなげていく。 

　周年事業にたずさわることのできる感謝の気持ちを持ち、広く老

若男女に伝えることのできる事業の拡大を目指し次年度以降の中期

ビジョンを策定し、その礎としての 2007 年度と捉え事業の企画運

営にあたっていく。 

〔事業内容〕 

● わんぱく相撲 

● 親守うた 

● わんぱくフリーマーケット 

● その他 

各
委
員
会
事
業
紹
介 
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㈱ウィルコム松山支店 

文

化

室

 

松山文化発信委員会 

委員長 

寺川　洋史 

室
長
　
泉
　
　
　
裕 

まつやまの文化を全国へ　～まつりから、俳句から～ 
 
　本年度、松山文化発信委員会の委員長をさせていただきます、寺
川　洋史です。 
当委員会の事業しとて、松山ＪＣの事業の内の二つである、松山春
まつり「お城まつり」と、「第１０回俳句甲子園」がございます。 
　どちらの事業も大きな事業ではありますが、委員会メンバーが一
致団結し、今まで以上に盛り上げていこうと思っております。 
　しかし、委員会メンバーだけの努力ではこの大きな事業、成功す
るかどうかわかりません。松山ＪＣメンバー皆さんの協力があって
こそ、これまで以上の成功があるのではないかと思っております。
どうぞ全ＬＯＭ対応で、無理を言うときもありますが、どうぞよろ
しくお願いいたします。 
　また、委員会では、“事業ありき”とは、考えておりません。こ
の事業を行うことによって、今後どのような松山の発展、活性化を
考え、松山の「文化」を愛媛に、四国に、全国に広めることを第一
に考え、一年間活動していこうと思っております。よろしくお願い
いたします。 
〔事業内容〕 
● 地域のおまつり 
● 俳句甲子園 
● １１月例会 
● その他 

各
委
員
会
事
業
紹
介 
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　山澤商店 合名 
会社 

全 酒 類 卸 

〒７９０-０８４２愛媛県松山市道後湯之町４-５２ 
ＴＥＬ 089 -941 -0569  
ＦＡＸ 089 -941 -3032

創業 明治１９年　since  1886

「白い旅人白い旅人」のお供承ります。のお供承ります。 「白い旅人白い旅人」のお供承ります。のお供承ります。 「白い旅人」のお供承ります。 
全国どこへでも、プランに合わせてご相談に応じます。グルー
プでの旅行や巡礼・冠婚葬祭や各種イベントにご満足いただけ
ます。 

真心の運転 

受け継がれゆく“ＪＣの魂” 
●平成１８年１２月１９日（火）　●松山全日空ホテル 

各委員会趣向を凝らした卒業生入場でした 

木下理事長から卒業証書授与 

１２
月
例
会
＆
卒
業
式 

の松山青年会議所を創り上げた重要な人
物ばかりです。卒業生の入場時には在籍
委員会のメンバーが卒業記念の提灯を掲
げ、先導する形で入場して来ました。そ
の際、会場のスクリーンには思い出の写
真や今まで担当した役職などが紹介され、
スポットライトに浮かび上がったその姿
には、感無量といった表情や目頭に熱く
込み上げるひかりも見られます。全員が 

　２００６年の最後の例会となる卒業式が松
山全日空ホテルにて行われました。卒業
式に先立ち行われた１２月例会では、木下
理事長より１年間の事業報告があり、ど
の事業についても満足できる内容であっ
たことを報告頂きました。また、理事長
感謝状表彰では日本ＪＣに出向し、松山
ＪＣのＰＲに貢献した大野君・宮谷君へ、
松山から産まれた『親守歌』を全国へＰＲ
した教育活動委員会の清水委員長へ、そ
して新入会員獲得数全国№１に輝いた会
員開発委員会の北村委員長の４名に贈ら
れました。 

　卒業式には２００６年度シニアクラブ会長
塩出先輩と２００７年度シニアクラブ会長開
先輩にもご出席頂き開催いたしました。 
２００７年の卒業生は１６名。その面々は積極
的にＪＣ活動をされてきた方々で、近年 

http://www.m-jc.net/ １１ 



～地域の文化を大切にする～ 

恒例の「若い我等」斉唱 

１２
月
例
会
＆
卒
業
式 

壇上に揃い、一人一人に木下理事長より
卒業証書を、これまでの活躍を称えるあ
たたかい言葉といっしょに手渡されると
固い握手がかわされました。卒業生を代
表して挨拶をした小池正照先輩は、担当
委員会から用意されたという白のスーツ
に身を包みＪＣ活動を振り返った。『１４
年間の在籍で得たものは何事にも代えが
たい。色々な活動が自分自身の経験にな
り、友人ができ、仲間ができた。確かに
時間を使い、費用もかかり会社には迷惑
を掛けたかもしれないが、仕事だけの付
き合いでは得られないものがＪＣにはあ
る。今いるメンバーの皆さん積極的に活
動し、是非卒業してください。』その言 

葉には１４年間の重みがあり、言葉だけで
は伝えることのできない感情も伝わった
気がします。卒業する１６名全員が同じ気
持ちであったのではないでしょうか。 
　懇親会ではお世話になった卒業生のと
ころにメンバーが集まりお祝いの言葉と
お酒が交わされ、苦労話や思い出話で盛

り上がりました。会の最後には会場のみ
んなが大きな輪になり肩を組み合って『若
い我等』を斉唱し、花道をつくって卒業
生の皆様をお見送りし、閉会となりまし
た。 
　卒業されました１６名の皆様、ご卒業お
めでとうございます。とても個性が強く
インパクトのある先輩方が多かったよう
に感じています。それ故にＪＣ活動にお
いても新規事業を起こし、今につながる
成果を残してきたのではないでしょうか。
我々現役メンバーは先輩方の思いを受け
継ぎこれからの活動に生かしていきます。
一番近いシニアメンバーとしてこれから
も応援・ご指導してください。先輩方の
さらなるご活躍を期待しております。 
　（ＬＯＭ情報発信委員会　松本　仁） 
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株式会社　藤 井 組 
〒799-3131　愛媛県伊予市大平甲230-1 
TEL  089-983-1877  FAX 089-983-1185

オーダーカーテン専門店 

■カーテン・クロス・ブラインド・カーペット 

カーテンショップ　ファン 
松山市平和通り4丁目3-4　TEL（０８９）９２４-０１７７　FAX（０８９）９２４-０２４８ 

2月例会行事案内 2月20日（火）松山市コミュニティセンター　まちづくり委員会 

～障がい者就労支援～  

おごそかな雰囲気で執り行われました 

年
賀
交
歓
会
・
２
月
例
会
Ｐ
Ｒ 

　２００７年１月５日金曜日に毎年恒例の賀
詞交歓会が伊豫豆比古神社（椿神社）で
行われました。 
　式には田中理事長を初めとして、多く
の（社）松山青年会議所関係者が参加し、
今年１年間の事業の成功や安全を祈願し
ました。 

　これまで（総称）福祉委員会では、障が
い者の社会経験の拡大、企業、健常者の
心のバリアーを取除くことを目的とし障
がい者就労支援実習を行ってきました。
そのことは、社会の壁により経験を積む
機会が少ない若い方々にとって、生涯を
選択する上での重要な経験となると考え
ます。 
　２００６年度には障がい者「職場体験」情
報ステーション事務局（構成は愛媛県立
松山高等技術専門校、愛媛県立第三養護
学校、愛媛大学教育学部附属養護学校と
就業・生活支援センターの職員）が設立
されました。企業と実習体験希望者の橋
渡しや情報収集等を担うわけですが、設 

立間もないことと、企業として、より良
いまちづくりを目指す者として青年会議
所も今までの経緯を踏まえて協力してい
かなくてはなりません。法及び体制の変
化や新入会員への広報を含め、今一度障
がい者就労支援実習について考えます。
２月例会では、障がい者「職場体験」情
報ステーションの方に来ていただき勉強
会を開催したいと思います。法改正、情
報ステーション中心の新体制について、
そして新入会員への広報、勉強も含めて
公演形式の勉強会を行います。 
　また、公演後には実習受け入れに関す
るアンケートを書いていただき、回収し
ます。皆様よろしくお願いします。 
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やさしさを包む。  
資源循環型社会へ…  

e

愛媛パッケージ株式会社 
〒７９０-００４５　愛媛県松山市余戸中６丁目６番５号 
TEL. ０８９-９７３-２０２１ FAX.０８９-９７１-６２１１ 
URL  http://www.e-package.co.jp

e-package

 

　２００７年度松山青年会議所のホー
ムページが今年のテーマカラーの
オレンジを基調にリニューアルオ
ープンしました。 
　今年は各事業へのリンクの他委
員会紹介や田中理事長のブログ、
日本ＪＣのリンクもアップしてい
ます。 
　そして今までおなじみのわかつ
ばきをより早く”わかつばきＷＥＢ
版”としてお届けしてしていきま
す。 
　最新ニュースはもとより行事案
内など事務局よりの
お知らせなど常
時更新していき
ますので皆様是
非活用、愛用し
て下さい。 

４月新入会員募集中！！ 

メリットは無限大！ ・忙しい中でも時間のつくり方が身につきます。 ・研修を通して指導力、統率力が身につきます。また、様々なセミナーを受け
ることもできます。 
・ＪＣの事業は、まちづくり（地域社会の開発）、ひとづくり（指導力開発）、
経営者開発を中心に行われています。 
・ＪＣの組織・事業は単年度制なので在籍中に様々な役職や事業を体験できま
す。 
そしてなによりも・・・ 
志をもった素晴らしい仲間と、真の友情が得られます。 

■　入会資格 
１．青年会議所の目的と意義に共鳴し、自発的な意思と情熱を持っていること 
２．原則として、満２０歳以上４０歳未満の入会した年を含め３年以上活躍できる
品格ある青年であること 
３．松山市およびその周辺に住所または勤務先を有すること 
４．健全な社会人としての教養と良識のある方で最低月1回開かれる例会と委
員会に出席できること 
■　入会金および年会費 
入会金 ￥３０，０００　年会費 ￥１３２，０００　委員会費　委員会により異なります。 

ＪＣに入会すると・・・ 

入　会　要　項 

◆入会説明会 
　2007年2月15日（木） 
◆入会面接 
　2007年2月20日（火） 
◆入会式 
　2007年4月17日（火） 

お問合せ先： 
社団法人 松山青年会議所　事務局 
URL　http://www.m-jc.net 
ＴＥＬ　089-941-0194 
FAX　089-943-0149 
E-mail　jc@netcruise.co.jp 
担当委員会：拡大アカデミー委員会 
　　　　　　　委員長 井川　直樹 

http://www.m-jc.net/ 
E-mail:jc:@netcruise.co.jp
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じゃがいもクラブからのご挨拶 

入 会 の 御 案 内！！ 

※上記日程は予定です。公式行事等により変更に成る場合がありますの
で、必ず毎月わかつばき及び案内状で次月日程をご確認ください。 

●２００７年度じゃがいもクラブ日程表 
月　　日 

 
１月１７日（水） 
 
２月１７日（土） 
３月２０日（火） 
４月 
４月１６日（月） 
４月１８日（水） 
５月１４日（月） 
５月１９日（土） 
２０日（日） 

６月４日（月） 
６月２０日（水） 
７月１４日（土） 
８月２２日（水） 
８月２６日（日） 
２７日（月） 

９月１９日（水） 
１０月  
 
１１月１４日（水） 

予　定　コ　ー　ス 
奥道後ゴルフクラブ 
第１回定時総会 
北条カントリークラブ 
松山国際ゴルフ倶楽部 
愛媛ブロックじゃがいもクラブ春季大会 
西日本地区大会 
エリエールゴルフクラブ松山 
中日本地区大会 
 
遠征 
 
東日本地区大会 
愛媛ゴルフクラブ 
サンセットヒルズカントリークラブ 
久万カントリークラブ 
全日本選手権大会　札幌 
　（日程変更の可能性があります） 
松山シーサイドカントリークラブ 
愛媛ブロックじゃがいもクラブ秋季大会 
道後ゴルフクラブ　取り切り戦 
第２回定時総会 

　２００７年じゃがいもクラブの紹介 
　　　　　　　　及び年間予定案内 
　じゃがいもクラブの中身について少し
触れたいと思います。シニアクラブ９５名
現役４０名　今年入会者７名の総数１４２名
で構成されており、会長　吉末　修　現
役は、副会長　武智君、藤田君、野中君
の３名　幹事　数名でシニア副会長　高
須賀幹由先輩　幹事　石丸寿夫先輩で監
事は石丸直史先輩となっております。 
　２００７年度は下記の日程で例会が年１１回
開催され、別で公式競技も５回有ります。
　例会の前期は、１０組を予約しておりま
す。出来るだけ早めの御案内をしますの
で、皆さんお誘い合わせの上御参加下さ
い。同伴メンバーの名前を記入して頂け
れば、出来るだけ、優先致します。 
 
 
 
 

　２００７年度じゃがいもクラブ会長をおおせつかりました吉末　修です。よろしくお願い致
します。 

 
 
　会費は、１年間￥１２,０００のみです。入
会方法は、事務局か、会長又は副会長に
ご連絡頂くだけです。ゴルフに少しでも
興味がある方は、お気軽にご連絡下さい。 
入会すれば、こんないい事があります。 
　１．シニアの方やメンバーとの親睦が
深まります。 

　２．初心者の方にも、やさしい組み合
わせで楽しめます。（御連絡必要） 

　３．マナーやルールもしっかりしてい
るので、他のコンペにも自身を持っ
て参加出来ます。 

　４．会費以上の賞品があり来れば来る
ほど得です。皆勤賞もあります。 

　５．健康に良く、ストレス解消にもな
ります。 
　ゴルフは、３人か４人が同伴で１組に
なりプレーをします。約１日をかけてラ
ウンドしますが、どうせするなら、楽し
く、プレーをするのがいいでしょう。Ｏ
Ｂなんか当たり前です。３パットも良く
ある事です。でも楽しくゴルフをしてれ
ば、バーディーを取れる事もあります。
私の場合は、バーディーが有るだけで、
一日が楽しくなります。 
 
　是非、じゃがいもクラブに入会をお願
いします。 
 
　今年１年楽しく参加して頂ける様に頑
張りますので、宜しくお願い致します。 

じ
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社団法人 
松山青年会議所 
広報紙 

発行日　２００７年１月１９日 
発行所　社団法人松山青年会議所 
編集長　三浦　秀之　　副編集長　宮谷　圭一 
委員長　宮谷　圭一　　副委員長　三浦　秀之

菅野　博志 
印刷所　アマノ印刷有限会社 

委　員 
池田　貞伸　　佐々木直人　　谷本　敦志
川又　雅樹　　赤川　慎一　　秋山　英人
石丸　一臣　　小森　誠史　　高岡　秀臣
高田　正信　　平田　裕二　　福本　拓元
藤原　英二　　桝田　賢一　　松本　幸三
松本　　仁　　光田　哲也　　向井　忠彰 

2007年度 

愛媛ブロックじゃがいもクラブ 
会　長　平岡昌二郎 

編集 
後記 
編集編集 
後記後記 
編集 
後記 

　０７年わかつばきは新しい委員会である”ＬＯＭ情報発信委員会”が担当していくこととなりました。 
　名前の通り松山ＪＣの活動と松山を対外に積極的に情報発信していきます。 
　また渉外担当委員会としましても、松山ＪＣから出向する人達を通じて県外ＬＯＭとも情報のタイ
アップをしながら魅力あふれる紙面づくりを目指して活動していきます。 
　今年１年皆様どうぞよろしくお願いします。　三浦秀之 

新年明けましておめでとうございます 

昨年中はいろいろとお世話になりました 
今年もよろしくお願い申し上げます 
 

社団法人松山青年会議所 

　新年あけましておめでとうございます。 

　昨年に引き続き２００７年度愛媛ブロック

じゃがいもクラブ会長を仰せつかりまし

た平岡昌次郎です。 

　２００６年度は愛媛ブロックじゃがいもク

ラブ春季大会（４月）秋季大会（１０月）

に於いて多数のご参加を頂きまして、あ

りがとうございました。 

　２００７年度も４月と１０月に春季、秋季大

会を開催いたしますので皆さん奮ってご

参加下さい。 

　特に１０月に開催されます秋季大会は、

超頑張り屋の吉末いも長のもと、松山Ｊ

Ｃじゃがいもクラブが主管いたしますの

で何卒ご協力下さいますようお願い申し 

上げます。 

　じゃがいもクラブには５０年を越える歴

史と伝統があります。 

　今までじゃがいもクラブを創りあげ、

継続してくだいました先輩方には感謝の

気持ちでいっぱいです。 

　愛媛ブロックじゃがいもクラブに出向

している小池運営専務、兵頭事務局長、

藤田会計理事、吉末いも長の力添えをい

ただき、じゃがいもクラブを盛り上げて

いきたいと思っております。 

　ゴルフを通じてシニアと現役メンバー

の交流の場となりますことを第一に考え

運営していきます。 

　この１年よろしくお願い申し上げます。 
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